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竹

内

力

雄

一　

は
じ
め
に

　

新
島
襄
（
以
下
、新
島
）
が
脱
国
直
前
の
在
箱
館
期
間
は
、到
着
の
元一

八
六
四

治
元
年
4
月
21
日
～
脱
国
の
6
月
14
日
（
陽
暦
7
月
17
日
）

迄
の
五
十
三
日
間
で
あ
る
が
、
そ
の
〔
函
館
紀
行
〕（『
新
島
襄
全
集
』
＝
以
下
、『
全
集
』
5　

pp. 

17
～
24
）
で
箱
館
の
遊
里
に

つ
い
て
以
下
の
如
く
記
し
て
い
る
。

　
「
○
同
山
（
注
、
薬
師
山
＝
現
在
は
函
館
山
の
北
東
の
峰
）
の
麓
に
山
之
上
と
呼
て
一
世
界
あ
り
（
但
家
数
三
十
ヨ
、
且
一
家
に

十
五
妓
或
二
十
妓
）、
此
所
に
磁
石
あ
る
哉
頻
に
少
壮
之
者
を
引
寄
る
由
。
是
れ
男
児
の
足
を
容
る
へ
き
地
に
あ
ら
す
、
如
何
と
な

れ
ば
此
所
の
癰

〔
よ
う
ど
く
〕

毒
他
所
よ
り
別
し
て
性
悪
し
き
由
…
嗚
呼
男
子
一
〔
た
〕
ひ
此
毒
を
得
ば
生
涯
血
を
損
し
、
其
毒
子
々
孫
々
に
伝

ハ
り
、
其
子
生
す
る
や
否
や
腫
物
を
発
し
、
或
ハ
愚
鈍
な
る
由
、
是
れ
男
子
の
尤
恐
る
へ
き
所
な
り
｛
此
癰
毒
之
甚
恐
る
へ
き
事

ハ
魯
国
僧
官
ニ
コ
ラ
イ
の
談
な
り
…
｝」（
注
、〔　

〕
内
は
『
全
集
』
編
集
者
の
補
記
）。

　

右
の
如
き
遊
里
・
山や

ま

之の

上う
え

町
（
茶
屋
町
、
現
、
弥
生
町
）
の
あ
る
箱
館
、
築
島
（『
函
館
市
史
』
通
説
編
第
二
巻
p. 

465
参
照
。
現
、
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大
町
）
の
ポ
ー
タ
ー
商
館
の
店
員
・
富
士
屋
宇卯

之
吉
（
後
、
福
士
成
豊
と
改
名
）
の
部
屋
の
裏
口
か
ら
忍
び
出
、
宇
之
吉
の
漕
ぐ
舟

底
に
身
を
ひ
そ
め
て
、
密
出
国
を
引
受
け
て
く
れ
て
い
る
船
長
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
（W

illiam
 T

. Savory

）
の
待
つ
米
国
商
船
・

ベ
ル
リ
ン
号
へ
と
新
島
は
急
ぐ
（『
全
集
』
5
〔
航
海
日
記
〕
p. 

37
で
は
「
九
時
過
」
＝
実
際
は
十
時
過
か
）。
こ
の
船
長
は
新
島

を
上
海
迄
運
ん
で
く
れ
た
が
、
そ
の
後
、
密
出
国
を
助
け
た
と
し
て
解
雇
さ
れ
て
い
る
。
上
海
か
ら
は
、
新
島
を
米
国
で
養
育
し

て
く
れ
た
ハ
ー
デ
ィ
ー
（A

lpheus H
ardy

）
の
持
船
・
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
（W

ild Rover

）
号
、船
長
は
テ
イ
ラ
ー
（H

orace 

S. T
aylor

）、
に
移
り
、
米
国
ボ
ス
ト
ン
港
へ
、
と
な
っ
た
事
は
周
知
で
あ
る
。

　

こ
の
脱
国
時
の
扮
装
に
つ
い
て
、
以
下
の
如
き
記
述
が
あ
る
。

①　

須
藤
隆
仙
『
箱
館
開
港
物
語
』
p. 

276
（
'09
年
10
月　

北
海
道
新
聞
社
）
は
、「
女
装
」
で
「
沖
の
外
国
船
へ
通
う
売
女
…
の

ご
と
く
し
て
監
視
人
の
気
を
は
ぐ
ら
か
し
…
」
と
す
る
（
須
藤
氏
は
函
館
の
称
名
寺
住
職
で
、郷
土
史
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）。

②　

渡
辺
憲
司
『
江
戸
遊
女
紀
聞　

―
売ば

い

女た

と
は
呼
ば
せ
な
い
』
p. 

219
（
'13
年
1
月　

ゆ
ま
に
書
房
）
は
、「
新
島
襄
が
ア
メ

リ
カ
へ
の
密
航
を
試
み
た
時
、
彼
は
女
装
し
て
箱
館
湾
の
警
戒
を
切
り
抜
け
た
と
記
し
て
い
る
が
、
外
国
船
は
、
彼
女
た
ち
の

よ
い
商
売
相
手
で
も
あ
っ
た
」
と
す
る
（
渡
辺
氏
は
、
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
長
。
立
教
大
学
名
誉
教
授
）。

③　

'14
年
4
月
の
タ
ウ
ン
紙
『
イ
マ
・
イ
チ
』（
同
志
社
大
学
広
告
研
究
会
編
集
・
発
行
。
大
学
近
辺
の
商
店
街
を
対
象
と
し
た

地
域
情
報
誌
と
の
事
）
に
、「
小
枝
調
査
員
の
駄
弁
放
談
」
と
し
て
、
新
島
が
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
在
学
中
、
学
友
の
要
望
に
応
え

て
撮
っ
た
脱
国
時
の
扮
装
写
真
（
図
1
）
も
載
せ
、「
実
は
こ
れ
は
女
装
で
す
。
の
ち
に
襄
が
「
ま
る
で
異
国
の
商
船
に
向
か
う

婦
人
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
と
お
り
で
す
」
と
記
し
て
い
る
（「
小
枝
調
査
員
」
は
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
社
史
資
料
調

査
員
・
小
枝
弘
和
氏
）。

　

右
①
は
、
地
方
郷
土
史
家
の
所
説
と
受
止
め
て
お
け
ば
よ
い
一
面
を
有
す
る
。
②
は
、
遊
女
研
究
或
は
、
遊
里
研
究
の
、
研
究
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者
の
言
説
で
あ
る
。
但
、「
女
装
し
て
…
警
戒
を
切
り
抜
け

た
と
記
し
て
い
る
が
…
」
と
あ
る
が
、
新
島
は
、
御
法
度

の
外
国
船
へ
、
ひ
そ
か
に
通
う
婦
人
の
如
き
と
、
そ
の
心

境
を
記
し
て
は
い
る
が
、
自
ら
が
「
女
装
」
と
記
し
た
史

料
は
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
渡
辺
氏
も
筆
者
の
知
ら
ざ

る
新
知
見
を
確
実
に
有
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
は
な
か
っ

た
。
③
は
、
地
域
的
に
限
ら
れ
た
地
域
情
報
誌
の
記
事
と

は
い
え
、同
志
社
の
社
史
資
料
調
査
員
の
肩
書
を
持
つ
小
枝
氏
の
「
女
装
」
と
す
る
断
定
で
あ
る
。
そ
の
言
や
軽
く
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
女
装
説
に
関
連
し
て
、
新
島
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
箱
館
の
、
花
街
史
料
の
概
観
、
環
境
で
あ
る
。

二　

箱
館
近
辺
の
遊
女

　
「
女
装
」
理
解
の
た
め
の
史
料
を
若
干
、
呈
示
す
る
。

①　
『
東
遊
雑
記
』
pp. 

145
～
146
（
古
川
古
松
軒　

天一
七
八
八

明
８
年　

東
洋
文
庫
）。
箱
館
（
明
治
2
年
9
月
30
日
、
箱
館
を
函
館
と
改
め

ら
れ
た
が
、同
9
年
頃
迄
は
混
用
）
の
隣
の
亀
田
（
現
在
は
函
館
市
）
で
、案
内
の
者
か
ら
の
話
と
し
て
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
市
中
千
軒
余
、
松
前
よ
り
東
の
産
物
み
な
み
な
こ
の
所
へ
出
る
ゆ
え
に
、
諸
州
の
商
船
多
く
入
津
し
て
交
易
す
る
ゆ
え
、
売
女

な
ど
も
数
多
に
て
大
い
に
繁
盛
せ
る
所
と
い
え
り
」。

図１
明治３年アーモスト大学の学
友の求めで撮った扮装写真
（同志社社史資料センター蔵）
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②　
「
初
航
蝦
夷
日
誌
」
p. 

120
（
松
浦
武
四
郎
『
三
航
蝦
夷
日
誌
』
上
巻
）。
弘一

八
四
六

化
３
年
頃
の
様
子
が
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
門〔

内
〕澗

町　

地
蔵
町
ツ
ヾ
き
よ
り
大
町
役
所
下
之
坂
ニ
限
る
。
裏
屋
、
小
路
沢
山
ニ
有
レ
之
。
…
裏
屋
小
路
ニ
は
隠
妓
有
。
是
を

風
呂
敷
と
云
也
…
。

扨
此
風
呂
敷
と
云
は
、
惣
而
此
邦
の
人
冬
分
ニ
は
風
呂
敷
を
冠
り
歩
行
也
。
其
は
則
寒
風
強
敷
し
て
手
拭
に
而
は
し
の
ぎ
が
た

き
故
な
る
べ
し
。
其
ニ
な
ら
ひ
て
此
辺
り
の
者
夏
冬
と
も
に
手
拭
は
か
ぶ
ら
で
、
皆
風
呂
敷
か
ぶ
り
て
歩
行
こ
と
也
。
一
ツ
に

は
後
家
寡

〔
や
も
め
〕と

も
人
目
を
は
ば
か
る
故
ニ
、
か
ぶ
り
て
船
々
に
行
も
有
べ
し
。
故
に
内
澗
よ
り
妓
を
風
呂
敷
と
云
へ
り
…
」（
内う

ち

澗ま

町
＝
現
、
末
広
町
。
風
呂
敷
を
被
っ
た
姿
が
二
躰
描
か
れ
て
い
る
が
風
呂
敷
の
結
び
目
は
鼻
の
下
と
顎
の
処
に
あ
り
、
新
島
の

扮
装
図
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
）。

③　
「
西
蝦
夷
日
誌
」『
多
氣
志
樓
蝦
夷
日
誌
集
』一（「
覆
刻　

日
本
古
典
全
集
」昭
和
53
年　

現
代
思
潮
社
。
原
版
は
昭
和
4
年
刊
）。

松
浦
武
四
郎
の
遺
し
た
蝦
夷
地
探
検
の
日
記
、
百
十
六
冊
を
後
に
抄
録
、
図
像
を
加
え
て
編
述
し
た
十
部
二
十
二
冊
の
木
版
本
『
東

西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
紀
行
』
の
中
の
一
部
「
六
編
六
冊
」
分
が
「
西
蝦
夷
日
誌
」
で
あ
る
。
そ
の
「
二
編
」（「
文一

八
六
三

久
三
年
十
二

月
記
」
と
あ
り
、「
覆
刻
」
版
p. 

77
。『
新
版　

蝦
夷
日
記
』
下
p. 

324　

吉
田
常
吉
編　

時
事
通
信
社　

昭
和
59
年
参
照
）
に
は
以

下
の
如
き
記
述
が
あ
る
（
当
然
、
②
を
敷
衍
し
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
）。

　
「
…
箱
館
な
る
内
澗
の
風
呂
敷
と
云
は
、彼
北
厳
寒
の
地
故
男
女
共
秋
冬
春
は
布
帊
（
注
、
帊
＝
二
幅
の
帛
、づ
き
ん
、ふ
ろ
し
き
）

を
角
違
に
折
、
是
を
被
る
故
号

〔
な
づ
〕け

、
弁
天
の
車

〔
く
る
ま
か
い
〕

櫂
と
は
、
此
町
海
端
な
る
故
、
自
ら
櫂
を
搔
て
船
に
行
故
号

〔
な
づ
く
〕。

湯
殿
澤
（
松
前
）

の
薦コ

モ

被カ
フ

り
は
、
人
目
を
忍
ぶ
意
よ
り
取
、
馬マ

門カ
ド

の
鹿

カ
ノ
シ
シは
鹿
と
い
へ
る
獣
好
て
汐
を
呑
に
海
を
下
る
故
、
夫
に
擬ナ

ソ
ラへ
、
是
等
を
惣
称

し
て
當
嶋
に
て
鴈ガ

ン
ノの
字ジ

と
云
、
其
起
元
は
、
此
者
等
船
江
入
や
、
多
く
の
水
夫
共
各
々
貮
百
の
錢
を
投
出
に
、
其
錢
鴈
行
に
成
し
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男
に
其
夜
の
情
を
契
る
と
か
や
。
依
て
鴈
字
と
号

〔
な
づ
け
〕し

と
…
」。

　

右
に
て
、当
時
の
蝦
夷
地
の
私
娼
の
呼
び
名
が
判
る
。
新
島
脱
国
の
海
岸
に
近
い
処
で
は
「
内
澗
の
風
呂
敷
」
と
い
う
事
に
な
る
。

④　
「
函
館
風
俗
史
」『
神
山
茂
著
作
集
』
第
二
集
pp. 

292
～
302
（
平
成
15
年
）
に
は
「
洗
濯
女
」、「
帆
縫
女
」
も
沖
の
船
へ
通
う
、

実
情
は
船
員
相
手
の
、
私
娼
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
文一

八
〇
八

化
５
年
の
少
し
古
い
時
代
の
話
で
あ
る
。

　

①
②
③
④
共
、開
国
以
前
の
事
例
で
あ
る
が
、沖
に
碇
伯
す
る
船
へ
通
う
私
娼
の
事
は
新
島
も
知
っ
て
い
た
、と
し
て
よ
い
。
即
ち
、

脱
国
時
の
小
舟
で
の
感
懐
を
「
恰
も
商
船
に
忍
ひ
通
ふ
婦
人
の
有
様
」（『
全
集
』
5　

p. 

70
）、
と
し
て
い
る
処
に
見
て
取
れ
る
。

⑤　
『
箱
館
風
俗
書
』　

安一
八
五
五

政
２
年
頃
の
書
で
、「
売
女
渡
世
」
と
し
て
山
之
上
町
の
茶
屋
9

9

稼
業
の
記
述
が
あ
り
、
私
娼
に
つ
い
て
は
、

　
「
後
家
稼　

是
は
小
路
々
裏
借
家
、細
小
路
に
居
住
仕
候
者
に
御
座
候
。
一
旦
他
所
奉
公
仕
舞
帰
り
候
女
、当
所
奉
公
年
季
明
候
女
、

或
は
早
夫
に
別
れ
、
又
は
難
渋
者
の
子
女
、
重
立
候
親
類
見
継
も
無
レ
之
者
内
証
稼
業
候
故
。
衣
類
等
始
素
人
姿
に
仕
立
、
余
り
人

目
不
レ
立
様
密
々
人
寄
仕
候
、
猶
又
船
手
の
者
相
手
に
取
候
類
の
者
、
惣
名
厂雁

ノ
ジ之

字
後
家
と
申
候
…
」、
と
あ
り
、
私
娼
の
呼
び
名
は
、

「
内
澗
の
風
呂
敷
」「
大
野
村
の
…
革
足
袋
」「
鷲
の
木
の
…
陳（

陣
）羽

織
」「
当
別
村
の
か
ち
か
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

箱
館
は
、
幕
府
が
寛一

 
七
 
九
 
九

政
11
年
1
月
に
松
前
藩
か
ら
東
蝦
夷
地
の
支
配
権
を
召
上
げ
、
七
年
間
の
直
轄
地
と
し
て
い
た
が
、

享一
八
〇
二

和
２
年
7
月
、
永
久
上
知
。
安一

八
五
五

政
２
年
２
月
、
松
前
氏
居
城
付
近
を
除
く
全
蝦
夷
地
を
上
知
し
て
い
る
。
前
年
の
3
月
3
日
に

日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
、
下
田
、
箱
館
の
開
港
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
書
は
開
港
に
伴
う
箱
館
の
施
政
の
資
と
す
る
た
め
、
箱
館
奉
行
が
町
役
人
に
対
し
て
求
め
た
箱
館
の
風
俗
書
で
あ
る
（『
箱

館
市
史
』
史
料
編
第
一
p. 

691
）。
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⑥　
『
蝦
夷
實
地
檢
考
録
』（
市
川
十
郎
が
安一

八
五
六

政
３
～
４
年
頃
に
著
し
た
、
東
西
蝦
夷
地
と
北
蝦
夷
地
（
樺
太
）
巡
検
の
記
録

五
十
三
巻
＝
大
半
は
散
逸
＝
の
う
ち
、
箱
館
の
記
録
の
中
に
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　
「
一　

遊
女
町　

山
上
町
其
地
也
。
飯
盛
女
酌
取
女
に
て
是
を
方
言
ガ
之
字
と
呼
べ
り
。
遊
女
の
価
二
百
文
に
て
、
緡ビ

ン
＝
ぜ
に
さ
し

に
貫
け
る

形
厂
字
に
似
た
れ
ば
、
即
遊
女
の
号
と
な
る
と
い
ひ
…
抑
凾
舘
は
遊
女
の
外
に
も
色
を
鬻ひ

さ
ぐ者

多
く
、
町
々
に
あ
ら
ざ
る
処
な
し
。

或
は
一
町
渾す

べ

て
隠
妻
、
外
妾
の
み
軒
を
比な

ら
べた

る
処
あ
り
。
劣僅

に

十
丁
に
不
レ
足
市
に
、
色
を
売
者
の
渾
名
、
内
澗
の
風
呂
敷
、
大
町
の

薦
冠
、
弁
天
ノ
車
櫂
、
谷
地
の
狐
な
ど
称
す
。
…
外
夷
も
来
て
遊
女
を
買
事
と
成
て
は
、
国
の
富
を
示
さ
る
る
意
に
て
、
山
上
町

尽
く
江
戸
の
吉
原
町
に
擬
し
て
大
門
を
建
て
、
妓
院
広
大
に
成
れ
り
…
」（
市
川
十
郎
は
幕
末
、
高
崎
藩
の
兵
学
者
・
市
川
一
学
の

二
男
。
そ
の
弟
・
熊
男
は
、
山
本
覚
馬
の
祖
父
・
良
高
権
八
の
高
島
流
砲
術
の
師
）。

　

な
お
、私
娼
名
に
つ
い
て
は
、海
保
洋
子
『
近
代
北
方
史　

ア
イ
ヌ
民
族
と
女
性
と
』
p. 

224
（
'92
年　

三
一
書
房
）
参
照
。
以
上
、

私
娼
に
つ
い
て
で
あ
る
。

三　
「
山
之
上
」
の
世
界　

茶
屋
か
ら
遊
女
屋
へ

　

新
島
の
警
告
す
る
一
世
界
（
現
、
弥
生
町
）
の
茶
屋
渡
世
の
公
認
は
、
享一

八
〇
二

和
３
年
３
月
１
日
で
当
初
は
十
九
軒
。
文一

 
八
 
一
 
七

化
14
年
に

は
三
十
一
軒
、
う
ち
、
七
軒
は
文一

八
一
八

政
元
年
に
地
蔵
町
の
築
島
（
後
、
船
場
町
、
現
、
豊
川
町
）
へ
出
店
も
許
さ
れ
て
い
る
。
茶
屋

営
業
で
あ
る
か
ら
茶
屋
抱
え
の
女
性
は
酌
取
女
で
売
女
で
は
な
い
筈
だ
が
実
質
は
、
茶
屋
主
は
年
季
奉
公
の
娘
を
売
女
や
芸
者
に

し
て
遊
女
屋
稼
業
を
し
て
い
た
（『
函
館
市
史
』
通
説
編
第
二
巻
pp. 
1390
～

1391
）。

　

嘉一
八
五
四

永
７
年
3
月
3
日
、
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）
締
結
。
下
田
、
箱
館
の
開
港
と
な
り
、
安一

八
五
七

政
４
年
４
月
に
米
国
初
代
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貿
易
事
務
官
（Com

m
ercial A

gent

）
ラ
イ
ス
（Elisha E. Rice

）
が
来
箱
し
、
同
月
下
旬
に
は
奉
行
所
に
対
し
て
、
世
話
を
す

る
女
性
（
売
女
接
待
）
を
求
め
て
い
る
（
ラ
イ
ス
は
元一

八
六
五

治
２
年
１
月
18
日
付
で
米
国
初
代
領
事
＝Consul

、明一
八
七
〇

治
３
年
11
月
3
日
迄
。

『
箱
館
開
化
と
米
国
領
事
』
p. 

181　

'94
年　

函
館
日
米
協
会
編　

北
海
道
新
聞
社
）。
江
戸
の
老
中
に
伺
を
た
て
、
安
政
4
年
12
月

24
日
付
で
「
売
女
」
の
件
は
許
さ
れ
、翌
5
年
1
月
10
日
、ラ
イ
ス
の
許
に
「
た
ま
」（
二
十
一
歳
）
な
る
女
性
が
引
渡
さ
れ
て
い
る
。

一
年
間
の
給
金
百
三
十
両
、他
に
支
渡
金
五
両
、三
ヶ
月
程
で
病
気
に
な
っ
て
親
元
に
帰
っ
た
と
の
事
で
あ
る
（
渡
辺
pp. 

233
～
247
）。

　

ラ
イ
ス
へ
の
「
売
女
」
差
許
し
の
件
は
ハ
リ
ス
（T

ow
nsend H

arris　

初
代
米
国
駐
日
公
使
）
の
、
日
本
の
下
田
奉
行
へ
の

説
得
、即
ち
、「
各
国
港
々
ニ
は
必
売
婦
有
之
、碇
泊
の
船
人
共
航
海
中
の
辛
苦
を
大
方
是
か
為
に
慰
候
ハ
何
国
も
同
じ
事
に
有
之
様
、

箱
館
と
は
来
午
年
（
注
、
安
政
5
年
）
よ
り
自
国
鯨
漁
船
百
艘
つ
ゝ
も
渡
来
可
致
、
同
所
ニ
売
婦
有
之
候
ハ
ヽ
、
一
艘
船
ニ
付
凡

日
本
金
百
両
位
は
遣
捨
可
申
、
百
艘
ニ
て
は
凡
壱
万
両
の
金
高
ニ
可
及
、
左
候
得
は
、
御
国
ニ
取
候
て
は
出
人
夫
丈
の
潤
沢
を
得
、

自
国
に
取
候
て
は
船
中
の
多
人
数
一
時
鬱
散
い
た
し
、
彼
是
両
全
の
益
ニ
可
相
成
」（
阿
部
保
志
「
幕
末
の
遊
廓
―
開
港
場
の
成
立

に
関
連
し
て
―
」『
地
域
史
研
究　

は
こ
だ
て
』
第
25
号　

'97
年
）、
と
の
売
女
要
請
や
、
下
田
で
の
外
国
人
の
地
元
婦
女
へ
の
暴

行
事
件
が
あ
り
、
加
う
る
に
先
の
箱
館
奉
行
よ
り
の
、
ラ
イ
ス
の
売
女
要
請
が
あ
っ
て
、
幕
府
は
こ
れ
迄
の
「
元
来
女
差
出
候
儀

不
好
」
を
転
換
す
る
に
至
る
（
阿
部
pp. 

18
～
20
）。

　

安
政
5
年
1
月
10
日
、
ラ
イ
ス
に
「
た
ま
」
が
引
渡
さ
れ
た
事
は
先
述
し
た
が
、
同
年
1
月
23
日
に
は
、
箱
館
奉
行
は
、
こ
れ

迄
の
「
茶
屋
渡
世
」
の
者
へ
、
三
件
の
増
株
も
許
し
て
、「
売
女
渡
世
」
を
差
許
し
、「
差
図
次
第
異
国
人
へ
も
無
差
支
差
出
様
致

す
べ
し
」、
と
申
渡
し
て
い
る
。
箱
館
に
於
け
る
公
娼
制
度
・
遊
女
屋
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
江
戸
の
吉
原
の
如
く
大

門
を
設
け
た
り
し
て
、
一
大
遊
廓
と
な
る
。
認
可
当
初
の
「
口
達
之
覚
」
に
は
、
ラ
イ
ス
の
意
向
が
働
い
て
「
船
々
之
売
女
呼
揚
」

可
の
項
も
あ
っ
た
が
結
局
、
箱
館
で
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
（
神
山
第
二
集
p. 

312
。
阿
部
p. 

21
）。
外
国
人
に
対
し
て
は
外
国
人
休
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息
所
（
異
人
揚あ

げ

屋や

）
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
認
可
三
日
後
の
安
政
5
年
1
月
26
日
、
雪
模
様
の
中
を
イ
の
一
番
に
赴
い
た

の
は
米
国
人
フ
レ
イ
ク
で
、
売
女
揚
代
は
五
ド
ル
が
相
場
だ
っ
た
と
の
事
で
あ
る
（
深
瀬
春
一
「
箱
館
花
街
考
」
pp. 

146
～
147
『
蝦

夷
往
来
』
第
拾
号　

昭
和
8
年
）。

　

な
お
、
新
島
脱
国
の
翌
年
の
慶一

八
六
五

応
元
年
に
は
山
之
上
の
遊
廓
内
に
「
遊
女
屋
が
廿
五
軒
、
遊
女
三
百
二
十
九
人
、
引
手
茶
屋
（
注
、

遊
女
の
斡
旋
。
音
曲
不
可
＝
「
維
新
前
制
度
考
」『
函
館
市
史
』
史
料
編
第
二
巻
p. 

9
）
廿
一
軒
、異
人
揚
屋
一
軒
、男
芸
者
五
人
、

女
芸
者
三
人
で
、
こ
れ
が
茶
屋
町
全
盛
の
頃
の
有
様
…
」
と
あ
る
（
神
山
p. 

59
「
函
館
の
く
る
わ
」）。

　

新
島
は
略
、
全
盛
期
の
山
之
上
の
遊
里
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る
。

四　

脱
国
状
況

　

脱
国
当
夜
の
新
島
の
記
述
を
四
本
挙
げ
て
お
く
。

①　
〔
航
海
日
記
〕『
全
集
』
5　

pp. 

37
～
38
。
函
館
か
ら
上
海
迄
の
船
中
で
の
記
述
で
あ
る
。

　
「
元
治
元
甲
子
年
六
月
十
四
日　
　

富
士
屋
宇
之
吉
の
周
旋
ニ
依
而
、
此
夜
九
時
過
密
に
宇
之
吉
と
共
に
小
舟
ニ
乗
し
、
米
利
堅

商
船
に
乗
得
た
り　
　

船
主r

マ

マ

oyes M
on. 18th July, 1864　

米
利
堅
船
ニ
乗
し
箱
館
港
を
出
帆
す
。
但
沢
辺
数
馬
、
富
士
屋
宇

之
吉
の
周
旋
ニ
依
而
此
之
行
を
得
た
り
。
此
二
友
骨
ニ
徹
し
忘
る
へ
か
ら
す
。
且
菅
沼
精
一
郎
も
右
様
の
友
な
り
」。
浜
辺
を
離
れ

た
時
刻
を
「
九
時
過
」9

と
し
て
い
る
（
沢
辺
数
馬
は
沢
辺
琢た

く

磨ま

）。

②　
〔
函
館
脱
出
之
記
〕『
全
集
』
5　

pp. 

69
～
71
。
但
、
原
本
所
在
不
明
。
新
島
の
義
甥
・
公
義
の
筆
写
本
を
コ
ン
ニ
ャ
ク
版
で
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転
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
同
書
p. 

533　

図
2
参
照
）。
新
島

の
安
中
藩
の
親
藩
・
備
中
松
山
藩
の
塩
田
虎
尾
と
共
に
、
神

明
宮
（
か
つ
て
は
神
明
社
と
称
す
）
神
職
・
沢
辺
数
馬
（
坂

本
龍
馬
の
従
弟
）
の
家
を
忍
び
出
る
姿
で
あ
る
。
神
明
宮
は

新
島
脱
国
の
海
岸
と
は
か
な
り
離
れ
た
山
手
の
、
現
、
船
見

公
園
の
近
く
に
あ
り
（
明
治
2
年
、
焼
失
。
同
7
年
、
山
上

大
神
宮
と
改
称
し
、
場
所
も
移
動
し
て
い
る
＝
『
函
館
市
史
』

通
説
編
第
二
巻
p. 

1315
）、
こ
こ
か
ら
海
辺
の
ポ
ー
タ
ー
商
館

迄
、
夜
（
九
時
前
頃
か
）
女
装
で
行
く
の
は
却
っ
て
不
審
で
、

そ
の
必
要
も
な
い
。

　

神
明
宮
の
祀
典
は
6
月
14
、
15
、
16
日
な
の
で
、
新
島
は
14
日
の
神
事
が
終
わ
っ
た
後
、
沢
辺
宅
で
別
杯
を
し
た
事
に
な
る
。

安
政
3
～
4
年
頃
は
「
甚
荒
蕪
」
と
あ
る
（『
蝦
夷
實
地
檢
考
録
』
p. 

394
）。
な
お
、
ポ
ー
タ
ー
商
館
あ
た
り
（
内
澗
町
）
は
、
箱

館
の
惣
鎮
守
で
あ
る
八
幡
宮
の
祭
礼（
8
月
15
日
）を
盛
大
に
執
り
行
っ
て
い
た
が
6
月
で
は
な
い
の
で
あ
る（「
箱
館
夜
話
草　

全
」

『
函
館
市
史
』
史
料
編
第
一
巻
p. 

438
）。
さ
て
、〔
函
館
脱
出
之
記
〕
は
、

　
「
予
、右
之
風
体
故
、人
決
し
て
怪
ま
さ
る
と
思
へ
り　
　

予
、塩
田
ト
手
を
分
ち
、築
島
ニ
於
け
る
ポ
ル
タ
の
家
（
注
、ポ
ー
タ
ー

商
館
の
事
。『
函
館
市
史
』
通
説
編
第
二
巻
p. 

469
参
照
）
の
辺
へ
参
り
し
か
ば
、
其
辺
に
有
る
小
き
家
ニ
て
或
人
咳
嗽
を
為
せ
り
。

予
彼
の
予
が
履
声
を
聞
き
予
を
見
ん
事
を
恐
れ
、
雪
踏
を
ぬ
き
す
て
、
足
袋
は
だ
し
に
て
宇
之
吉
の
部
屋
へ
忍
ひ
入
れ
り
。
而
し

て
雪
踏
之
事
を
談
せ
し
か
ば
、
彼
早
く
飛
出
、
彼
の
雪
踏
を
取
り
来
れ
り　
　

…
扨
宇
之
吉
と
半
時
程
も
縷
々
之
談
判
を
な
し
、

図２　〔函館脱出之記〕より
（同志社社史資料センター蔵）
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人
定
後
に
於
而
、
竊
に
裏
口
よ
り
荷
物
を
負
出
て
岸
に
繋
け
る
小
舟
（
箱
館
に
て
は
チ
ッ
ポ
ト
呼
ふ
）
に
乗
移
り
、
宇
之
吉
揖〔

楫
〕を

か
き
予
は
頬
被
り
を
為
し
臥
居
し
、
恰
も
商
船
に
忍
ひ
通
ふ
婦
人
の
有
様
な
り
｛
但
し
此
小
舟
は
、
今
日
宇
之
吉
或
人
よ
り
か
り

受
け
、
而
し
て
此
港
内
を
試
み
の
為
或
人
を
の
せ
漕
き
し
由
｝
…
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
筆
者
）。

③　
「
箱
楯マ

マ

よ
り
の
略
記
」『
全
集
』
5　

pp. 

72
～
79
。

　

こ
の
書
は
「
千慶

応

二

八
百
六
十
六
年
二
月
二
十
一
日
」
付
で
新
島
が
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
（A

ndover, 

M
assachusetts

）
か
ら
故
郷
の
父
・
民
治
宛
書
簡
（『
全
集
』
3　

pp. 

27
～
29
）
の
別
紙
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
…
此
夜
四
ツ
半
過
に
一
と
か
ら
げ
の
荷
物
を
負
ひ
、
大
小
を
懐
中
に
か
く
し
魯
人
の
家
を
云
り
、
彼
の
築
島
に
参
り
、
岸
に
繋

け
る
小
舟
を
掠
取
り
亜
国
の
商
船
へ
こ
き
よ
せ
し
に
、
曾
て
試
み
さ
る
仕
事
故
出〔

必
〕死

の
力
を
竭
く
し
、
よ
ふ
や
く
其
船
に
乗
込
む

事
を
得
た
り
…
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

右
に
つ
き
、
函
館
の
日
没
は
脱
国
の
陽
暦
7
月
17
日
は
午
後
7
時
10
分
頃
で
あ
っ
て
、「
四
ツ
時
」
は
、
今
の
11
時
頃
と
な
り
、
こ

の
時
刻
に
ニ
コ
ラ
イ
の
家
を
出
た
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
号
へ
の
約
束
の
「
九
ツ
」（
12
時
）
に
は
到
底
、
間
に
合
わ
な
い
。
よ
っ
て
脱

国
に
最
も
近
い
時
期
に
書
か
れ
た
先
述
①
の
「
九
時
過
」
＝
10
時
頃
を
新
島
が
小
舟
に
乗
っ
て
海
岸
を
離
れ
た
時
刻
と
し
て
お
く
。

　

ま
た
、
②
と
③
の
記
述
内
容
の
違
い
、
即
ち
、「
小
舟
を
掠
取
り
」
で
な
く
、
宇
之
吉
の
用
意
し
た
も
の
で
、「
出〔

必
〕死

の
力
を
竭

く
し
」
た
の
は
新
島
で
な
く
宇
之
吉
で
あ
り
、
然
も
、
事
前
に
予
行
演
習
迄
し
て
い
た
、
と
あ
る
③
の
記
述
と
の
違
い
も
指
摘
し
て
、

「
新
島
の
潤
色
癖
」
と
す
る
の
は
太
田
雄
三
『
新
島
襄
』
pp. 
64
～
66
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

'05
年
）
で
あ
る
。

　

新
島
の
た
め
に
い
う
な
ら
、
当
時
は
未
だ
密
出
国
は
国
禁
で
あ
り
、
日
本
に
い
る
父
親
の
書
簡
に
脱
国
を
助
け
た
宇
之
吉
の
名

を
出
さ
な
い
の
は
当
然
の
配
慮
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。

④　
〔
青
春
時
代
〕『
全
集
』
10　

pp. 

43
～
44
（『
全
集
』
7　

p. 

24
参
照
）。
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こ
の
書
は
Ａ
・
Ｓ
・
ハ
ー
デ
ィ
（A

rthur Sherburne H
ardy

）
のLife and Letters of Joseph H

ardy N
eesim

a

の
翻

訳
で
あ
る
。〔
青
春
時
代
＝M

y Y
ounger D

ays

〕
の
英
文
は
『
全
集
』
7　

pp. 

8
～
31
（
こ
の
巻
は
先
の
ハ
ー
デ
ィ
の
著
の
原

本
で
は
な
い
。
巻
末
「
解
題
」
参
照
）。

　
「
…
そ
の
場
所
（
注
、
約
束
の
待
合
せ
場
所
）
に
来
る
前
に
遠
く
で
犬
が
ほ
え
て
い
た
の
で
、
私
は
下
駄
が
犬
の
注
意
を
ひ
い
た

の
だ
と
す
ぐ
気
付
い
た
。
…
波
止
場
に
立
っ
て
い
る
と
、
誰
か
が
近
付
い
て
く
る
音
が
し
た
。
私
は
急
い
で
舟
に
乗
込
み
、
舟
底

に
平
つ
く
ば
っ
て
、
私
の
持
物
の
入
っ
て
い
る
荷
物
の
一
で
あ
る
よ
う
な
ふ
り
を
し
た
。
そ
れ
は
見
張
り
の
男
だ
っ
た
。
す
ん
で

の
こ
と
で
二
人
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
何
と
さ
い
わ
い
か
、
彼
は
臆
病
者
で
、
私
た
ち
を
見
分
け

ら
れ
る
く
ら
い
近
寄
っ
て
こ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
は
た
だ
波
止
場
で
舟
の
綱
を
解
こ
う
と
し
て
い
た
友
人
を
見
た
だ
け
で
、

震
え
声
で
「
だ
れ
だ
、
そ
こ
に
い
る
の
は
？
」
と
訊
い
た
。「
わ
た
し
で
す
」
と
友
人
は
静
か
に
答
え
、
明
朝
ま
で
の
ば
せ
な
い
緊

急
の
用
事
で
ア
メ
リ
カ
船
の
船
長
の
と
こ
ろ
ま
で
い
く
と
こ
ろ
で
す
、
と
述
べ
た
。
友
人
は
見
張
り
の
男
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た

の
で
、
見
張
り
も
す
ぐ
誰
で
あ
る
か
が
わ
か
っ
た
。
静
か
に
自
信
を
も
っ
て
友
人
が
手
短
か
に
説
明
す
る
と
、
深
夜
の
時
間
で
あ
っ

て
も
波
止
場
か
ら
出
て
い
く
た
め
の
通
行
証
と
し
て
そ
れ
で
十
分
な
の
で
あ
っ
た
。
漕
ぎ
出
し
て
い
く
と
岸
に
は
何
千
と
い
う
光

が
見
え
た
。
人
々
は
異
教
の
神
の
祭
礼
を
祝
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
船
は
岸
か
ら
か
な
り
は
な
れ
た
所
に
停
泊
し
て
い
た
の
で
、

そ
こ
ま
で
た
ど
り
つ
く
の
に
相
当
な
骨
折
り
を
必
要
と
し
た
。
船
長
は
私
た
ち
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
私
た
ち
は
す
ぐ
さ
ま
ベ

ル
リ
ン
号
に
引
き
あ
げ
ら
れ
た
。
暖
い
握
手
を
し
て
か
ら
、友
人
は
さ
よ
う
な
ら
を
言
い
、一
人
で
岸
辺
を
さ
し
て
舟
を
漕
い
で
行
っ

た
…
」。

　

右
の
記
述
は
脱
国
二
十
一
年
後
の
明一

 
八
 
八
 
五

治
18
年
に
恩
人
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
に
出
し
た
書
簡
で
あ
り
、
記
憶
も
薄
れ
る
、
と
は
い
え
、

命
を
懸
け
た
密
出
国
の
情
景
は
忘
れ
難
い
、
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
先
述
、
太
田
雄
三
氏
な
ら
、
脱
国
直
後
の
記
述
と
比



四
六

新
島
襄
の
扮
装
―
女
装
説
と
箱
館
の
環
境
―

し
て
、
潤
色
癖
の
例
と
い
わ
れ
兼
ね
な
い
処
が
あ
る
。

　

先
述
②
に
は
、
犬
の
事
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
臆
病
者
と
さ
れ
る
役
人
に
よ
る
誰
何
の
事
も
な
い
。

　
「
岸
に
は
何
千
と
い
う
光
が
見
え
た
。
人
々
は
異
教
の
神
の
祭
礼
を
祝
っ
て
い
た
（A

s w
e row

ed aw
ay w

e saw
 thousands 

of lights on the shore. T
he people w

ere celebrating a festival of one of their heathen gods.

」
と
あ
る
が
、
当
時
、

箱
館
の
街
が
夜
、
賑
う
の
は
、
一
に
、
七
夕
祭
で
、「
六
日
夕
よ
り
七
日
昼
に
か
け
て
人
々
皆
狂
す
る
か
と
怪
し
む
計
り
。
実
に
一

年
中
の
賑
い
此
七
夕
祭
り
を
以
て
最
盛
と
す
る
も
の
な
り
」
と
あ
り
、
次
い
で
、二
に
、7
月
13
日
～
20
日
迄
で
、「
町
方
家
並
毎
に

燈
籠
釣
明
し
候
仕
来
り
に
御
座
候
。
且
又
十
四
日
夜午

後
八
時

五
ツ
時
頃
よ
り
盆
踊
り
と
相
唱
へ
、
町
方
若
者
男
女
共
入
交
り
、
色
々
姿
取

繕
ひ
、
三
絃
・
太
鼓
拍
子
に
て
囃
子
立
、
踊
り
歩
行
…
」
と
さ
れ
て
い
る
（『
箱
館
風
俗
書
』）。
こ
れ
は
、
新
島
脱
国
の
八
年
程
前

の
様
子
で
あ
る
が
、
風
俗
が
急
激
に
変
化
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

先
述
②
の
神
明
宮
の
あ
る
神
明
町
は
、
慶
応
3
年
時
点
で
家
数
百
六
十
二
（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
北
海
道
上
巻
）
で
あ
る

か
ら
、
神
明
宮
近
辺
の
他
の
町
の
家
々
の
軒
に
祭
り
と
し
て
灯
を
点
じ
た
と
し
て
も
、「thousands of lights

」
と
、
沖
か
ら
見
て
、

そ
う
表
現
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

元
治
元
年
の
箱
館
の
戸
数
は
二
千
七
百
四
。
人
口
は
一
万
二
千
二
百
六
で
あ
る
（『
函
館
市
誌
』
p. 

112　

函
館
日
日
新
聞
社　

昭
和
10
年
）。
こ
の
全
戸
に
燈
火
が
点
っ
て
初
め
て
「
何
千
と
い
う
光
」
と
す
る
形
容
に
真
実
味
が
出
て
来
る
が
、
脱
国
時
の
夜
10

時
過
に
、
こ
の
よ
う
な
事
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
当
時
の
燈
火
の
質
や
家
屋
の
、
外
へ
の
開
放
部
の
あ
ま
り
な
い
構
造
を
考
え
る
と
、

家
の
中
の
燈
火
が
外
に
も
れ
に
く
い
と
い
う
事
も
考
慮
す
る
と
、
こ
の
表
現
に
は
一
層
無
理
が
あ
る
。

　

脱
国
の
6
月
14
日
＝
陽
暦
7
月
17
日
の
月
齢
は
十
三
・
五
で
、
あ
と
一
日
程
で
満
月
で
あ
る
。
夜
10
時
で
あ
れ
ば
、
月
は
中
天
近

く
に
皓
々
と
輝
い
て
い
た
の
で
あ
る
（〔
航
海
日
記
〕
に
は
「
六
月
十
五
日
＝
注
、
旧
暦
。
陽
暦
で
は
7
月
18
日
、
即
ち
、
脱
国
の
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翌
日
＝
モ
ン
デ
ー　

晴
」
と
あ
る
か
ら
前
夜
も
晴
れ
、
と
し
て
よ
い
）。
然
も
「
人
定
後
」（
人
が
寝
静
っ
た
後
）
宇
之
吉
の
部
屋

か
ら
忍
び
出
た
、
と
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
浜
辺
に
も
燈
火
は
あ
ま
り
見
え
な
い
、
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

H
eathen

＝
基
督
教
に
改
宗
し
な
い
未
開
人
・
野
蛮
人
＝
な
る
語
彙
を
使
う
の
は
、
自
ら
の
基
督
者
と
し
て
の
存
在
を
ハ
ー

デ
ィ
ー
夫
妻
に
明
示
し
て
、
報
恩
の
一
端
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
日
に
は
、
異
教
と
さ
れ
る
日
本
の
神
社
仏
閣
の
、
何
千
と

い
う
燈
火
の
下
で
の
祭
礼
な
ど
が
催
さ
れ
た
、
と
す
る
史
料
が
無
い
の
は
先
に
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
を
恰
も
、
目
の
あ

た
り
に
し
た
如
く
記
す
る
新
島
の
意
図
は
奈
辺
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
筆
者
の
力
不
足
で
史
料
の
探
索
不
充
分
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

五　

女
装
説
考

　

先
述
の
須
藤
隆
仙
説
の
如
く
、「
女
装
」は
、
イ
コ
ー
ル
売
女
に
扮
す
る
事
、
と
な
る
。
そ
れ
故
、
当
時
の
箱
館
近
辺
で
の
売
女

に
つ
い
て
概
観
し
て
お
い
た
。
女
装
説
の
成
立
す
る
筈
は
有
り
得
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
以
下
に
、
そ
の
根
拠
と
な
る
史

料
を
挙
げ
て
お
く
。
箱
館
で
の
「
觸
書
」
か
ら
で
あ
る
（
田
端
宏
〈
史
料
紹
介
〉『
地
域
史
研
究　

は
こ
だ
て
』
第
9
及
び
10
号
）。

1　

沖
に
滞
留
中
の
米
船
へ
は
、（
荷
物
揚
げ
の
）
人
夫
以
外
は
商
用
の
た
め
で
も
乗
出
す
事
は
不
可
。
違
反
者
は
入
牢
「〔
嘉一

八
五
四

永
七

年
〕
四
月
七
日　

町
役
所
」。

2　

し
る
こ
餅
等
を
商
う
店
で
茶
酌
女
を
置
き
「
猥
な
る
所
行
い
た
し
、
…
男
女
之
致
し
宿
貸
所
候
族
も
有
之
由
…
以
之
外
如
何

敷
次
第
…
（
是
迄
の
心
得
違
い
は
許
す
が
以
後
は
）
此
上
右
体
不
正
之
所
行
い
た
し
候
者
於
有
之
ニ
者 

、
早
速
召
捕
吟
味
之
上
（
本

人
ば
か
り
で
な
く
）
町
内
名
主
五
人
組
ニ
至
迄
、
急
度
厳
重
之
可
及
沙
汰
候
…
箱
館
御
役
所　
　

寅一
八
五
四
年十

月
」。
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3　
「
隠
売
女
之
義
者

御
国
禁
…
当
市
免
角
売
女
も
同
様
成
行
い
た
し
候
も
の
も
有
之
…
如
何
ニ
も
難マ

マ

ヶ
敷
至
り
候
…
売
女
ニ
近
き

成
行
致
間
敷
候
、
万
一
向
後
右
様
之
義
露
顕
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
厳
重
ニ
咎
申
付
へ
き
も
の
也　
　

亥
二
月
廿
八
日　

御
役
所
」

（
文一

八
六
三

久
３
年
）。

4　

無
提
灯
で
往
来
不
可
と
、
触
れ
て
あ
る
が
不
心
得
者
は
、「
無
用
捨
取
押
吟
味
之
上
、
急
度
可
申
付
候
間
、
…
小
前
末
々
迄
不

洩
様
相
觸
も
の
也　
　

亥文
久
３
年五

月
六
日　
　

御
役
所
」
と
あ
る
。
無
提
灯
は
怪
し
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

5　

去
る
寅
年
の
觸
れ
（
注
、
前
掲
2
の
前
の
10
月
の
、
質
素
倹
約
を
旨
と
せ
よ
、
と
す
る
觸
書
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
今
以
心

得
違
ひ
之
者
有
之
、
そ
は
料
理
茶
屋
其
外
渡
世
致
し
候
も
の
共
、
風
俗
よ
ろ
し
か
ら
す
女
共
を
拘
置
、
酒
の
相
手
ニ
差
出
し
、
又
者

中
宿
等
江

差
遺
し
深
更
迄
打
戯
、
隠
し
賣
女
ニ
紛
敷
渡
世
致
し
候
趣
相
聞
、
不
届
之
至
り
ニ
候
…
以
後
山
之
上
町
遊
女
屋
共
之
手
ニ

付
、
同
所
人
別
ニ
入
…　
　

七
月
十
二
日　

御
役
所
」（
文
久
3
年
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
て
、（
夜
間
、
4
の
無
提
灯
で
）
女
装
す

れ
ば
、
却
っ
て
隠
れ
売
女
と
怪
し
ま
れ
る
風
体
と
な
る
事
、
ま
た
、
遊
女
屋
外
で
の
売
女
が
発
覚
す
れ
ば
山
之
上
町
の
遊
女
屋
の

下
に
置
か
れ
、
そ
の
人
別
悵
に
入
れ
ら
れ
る
事
に
な
る
事
が
判
る
。

　

右
等
の
「
觸
書
」
及
び
、
ラ
イ
ス
の
望
み
で
あ
っ
た
外
国
船
へ
の
乗
込
ん
で
の
売
女
行
為
は
箱
館
で
は
許
さ
れ
て
い
な
い
事
を

勘
案
し
て
宇
之
吉
が
、
即
ち
、
当
時
の
箱
館
で
の
隠
れ
売
女
取
締
の
状
況
等
を
よ
く
知
る
者
と
し
て
、
新
島
に
女
装
さ
せ
、
脱
国

を
助
け
る
事
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
え
る
。
新
島
も
記
す
如
く
、
下
男
風
の
扮
装
と
す
る
の
が
合
理
的
な
論
の
運
び
で
あ
る
。
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六　

お
わ
り
に

　

扮
装
に
つ
い
て
、
新
島
自
身
は
「
一明

治

３

八
七
〇
年
四
月
二
十
日
」
付
の
、
弟
・
双
六
へ
の
米
国
か
ら
の
書
簡
の
中
で
、「
一
ヶ
月
以

前
に
同
学
生
の
所
望
ニ
よ
り
予
日
本
衣
の〔

を
〕着

し
写
真
を
取
レ
り
、
是
は
予
箱
館
を
辞
す
る
節
街
人
の
注
目
を
避
ん
為
使

デ
ッ
チ
コ
ゾ
ウ

童
に
変
体

し
、夜
半
に
埠
頭
へ
忍
ひ
出
て
小
舟
を
得
亜
船
に
乗
移
し
節
の
形
容
な
り
但
し
他
人
の

暴
覧
を
忌
む
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
函
館
脱
出
之
記
〕

の
図
2
の
記
述
「
予
、
右
之
風
体
故
、
人
決
し
て
怪
ま
さ
る
と

思
へ
り
」
と
対
応
し
て
い
る
。

　

先
述
の
如
く
、
図
2
の
原
本
は
失
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
写
し

で
あ
る
が
、
原
本
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
と
し
て
見
れ
ば
、
新

島
の
扮
装
は
職
人
等
の
着
る
股
引
き
を
は
き
、
足
に
は
雪
駄
で

大
き
な
風
呂
敷
包
み
を
背
負
っ
て
い
て
、
ま
さ
し
く
、
丁
稚
、

小
僧
風
で
あ
る
。
頭
の
冠か

ぶ

り
は
、
多
分
、「
手
拭
米
屋
冠
り
」

と
称
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（『
近
世
風
俗
志
』

（二） 

pp. 
419
～
420

　

岩
波
文
庫　

図
3
参
照
）。

　

箱
館
で
の
、
女
装
イ
コ
ー
ル
売
女
、
と
見
做
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
と
し
て
、
史
料
を
呈
示
し
て
お
い
た
が
、
女
装
と
断
定
す

る
小
枝
説
は
、
新
島
八
重
の
、
会
津
戦
争
籠
城
時
の
男
装
写
真

図３　手拭米屋冠り
（『近世風俗志』（二）巻之十五　岩波文庫）

「手拭のあるひは左あるひは右の端より頭に巻き、上の方
を寄せて巻き終りの端前隅を挟むなり。京坂は初め眼を覆
ふばかりに巻き、被り終りに隅を額に出し、眼を覆ひたる
を上に引き返し挟むなり。すなはち上図〔右図〕のごとし。
　江戸は初めより目上に巻き被り、終りに前隅を下図
〔左図〕のごとく額に挟む。
　米屋と云ふことは、図のごとく被りて埃を除くを専ら
とし、米屋は特に埃多き賈なる故に、専らこれをなす故
に名とす。この他も業に応じてこれをなすなり」。



五
〇

新
島
襄
の
扮
装
―
女
装
説
と
箱
館
の
環
境
―

と
、
新
島
の
扮
装
写
真
を
併
せ
呈
示
し
て
、
両
者
を
一
種
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
・
プ
レ
イ
と
し
て
、
自
己
表
現
と
み
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
真
意
及
び
、
是
非
は
措
き
、
扮
装
当
時
両
者
共
、
自
己
表
現
と
し
て
女
装
し
た
り
男
装
し
た
訳
で
な
い
の
は
い
う
迄

も
な
い
。
こ
れ
以
外
の
姿
を
と
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
呈
示
の
図
1
、2
を
見
て
、こ
れ
を
「
女
装
」9

と
す
る
に
は
新
島
の
資
・

史
料
を
調
査
、
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
余
程
の
根
拠
あ
っ
て
の
事
と
推
察
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。「
恰
も
商
船
に
忍
ひ
通
ふ
婦
人

の
有
様
な
り
」（〔
函
館
脱
出
之
記
〕）
は
新
島
が
港
に
泊
す
廻
船
へ
の
乗
込
み
売
女
の
事
を
知
っ
て
い
て
、
そ
の
時
の
心
情
や
様
子

を
「
恰
も
…
」
と
表
し
た
の
で
あ
っ
て
、
扮
装
そ
の
も
の
は
、
誰
れ
の
目
に
も
、
新
島
本
人
の
い
う
如
く
、
丁
稚
・
小
僧
の
風
体

と
し
か
映
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
島
脱
国
の
翌
日
、
6
月
15
日
は
「
五
稜
郭
に
箱
館
奉
行
小
出
秀
美
が
庁
を
移
し
て
入
る
…
」（『
函
館
市
史
』
年

表
編
）
と
あ
る
。
五
稜
郭
は
、
箱
館
奉
行
所
支
配
諸
術
調
所
教
授
・
武
田
斐
三
郎
の
設
計
に
よ
っ
て
、
箱
館
防
禦
の
た
め
、
八
年

の
歳
月
を
か
け
て
、
こ
の
5
月
に
完
成
し
、
役
人
達
も
五
稜
郭
の
役
宅
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
役
所
は
6
月
9
日

～
18
日
は
休
み
、
運
上
所
も
緊
急
の
も
の
以
外
は
休
み
と
な
っ
て
い
る
（
岸
甫
一
『
新
島
襄
～
史
料
か
ら
み
た
脱
国
の
環
境
』
私

家
版　

'14
年
6
月
。
岸
氏
は
「
は
こ
だ
て
外
国
人
居
留
地
研
究
会
」
代
表
）。
当
然
、
街
の
警
備
も
手
薄
に
な
っ
て
い
た
訳
で
、
岸

氏
も
い
う
如
く
、
新
島
に
は
実
に
僥
倖
な
事
で
あ
っ
た
。

　

女
装
説
は
、
沢
辺
琢
磨
（
数
馬
）
の
、
当
時
の
回
想
録
等
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
別
の
展
開
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
が
（
中
村

健
之
助
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
と
そ
の
時
代
』
'11
年　

講
談
社
、
の
p. 

32
に
、「
沢
辺
琢
磨
談
『
旧
事
譚
』」
の
引
用
が
あ
る
が
新
島

に
関
す
る
事
で
は
な
い
）、「
旧
事
譚
」
は
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
後
考
を
俟
つ
次
第
で
あ
る
。

　

新
島
の
脱
国
の
状
況
は
、
彼
を
応
援
し
て
く
れ
た
ロ
シ
ア
正
教
会
宣
教
師
・
ニ
コ
ラ
イ
の『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
の
全
日
記
』（
中
村

健
之
助
監
修　

'07
年　

教
文
館
）
で
は
明一

八
七
〇

治
３
年
以
降
の
日
記
で
あ
る
か
ら
、
新
島
脱
国
（
元一

八
六
四

治
元
年
）
の
様
子
を
伺
い
知
る
事



五
一

新
島
襄
の
扮
装
―
女
装
説
と
箱
館
の
環
境
―

は
で
き
な
か
っ
た
。
但
、
新
島
に
関
す
る
記
述
は
数
ヶ
所
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
明一

 
八
 
八
 
二

治
15
年
6
月
14
日
、
京
都
に
来
て
、
同
志
社

を
見
学
に
立
寄
っ
た
が
新
島
に
会
え
ず
、
家
を
訪
ね
た
が
、
こ
こ
で
も
会
え
な
か
っ
た
、
と
あ
る
（
こ
の
日
、
新
島
は
彦
根
へ
出

向
い
て
い
て
不
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
）。
余
談
で
あ
る
が
、
明一

 
八
 
九
 
六

治
29
年
8
月
7
日
の
記
述
に
は
、
同
志
社
名
儀
の
、
九
棟
の
宣
教
師

館
の
所
有
権
の
帰
属
を
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
争
っ
た
事
件
に
触
れ
、
ボ
ー
ド
や
、
そ
の
活
動
の
支
援
者
の
何
百
万
と
い
う
出

費
で
購
入
の
広
大
な
用
地
や
、
贅
沢
な
米
国
風
の
建
物
が
建
設
、
さ
ら
に
は
、
九
棟
の
教
師
館
も
建
て
ら
れ
に
至
っ
た
と
し
、
然

る
に
、
最
初
、
日
本
人
は
新
島
一
人
だ
っ
た
同
志
社
評
議
会
は
、
今
や
、
そ
こ
か
ら
す
べ
て
の
ボ
ー
ド
関
係
の
米
国
人
を
、
日
本

人
に
好
都
合
な
口
実
を
つ
け
て
、追
い
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、こ
れ
は
「
…
み
ご
と
に
米ヤ

ン
キ
ー

国
人
に
い
っ
ぱ
い
食
わ
せ
た
の
で
あ
る
」

と
し
、「
す
べ
て
の
ペ
テ
ン
師
の
先
導
者
で
あ
る
新
島
…
」
と
、
同
志
社
と
新
島
を
貶
価
せ
ん
と
し
て
い
る
（『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ

の
全
日
記
』
4　

p. 

215
）。

　

こ
れ
は
、
当
時
の
日
本
の
所
有
権
の
法
制
度
や
、
ボ
ー
ド
等
か
ら
の
寄
付
金
の
実
態
に
つ
い
て
の
ニ
コ
ラ
イ
の
知
識
不
足
か
ら

の
一
方
的
で
、
宣
教
、
布
教
と
い
う
立
場
か
ら
し
て
見
て
い
な
い
偏
見
と
い
わ
れ
か
ね
な
い
言
説
で
あ
る
。
同
志
社
は
、
教
師
館

へ
の
宣
教
師
（
教
員
）
の
居
住
に
つ
い
て
、
ボ
ー
ド
側
に
礼
を
つ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
詳
細
は
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編

一
p. 

462
以
下
の
「
第
四
章　

外
国
人
の
財
産
権
問
題
」
に
、
事
実
が
余
す
所
な
く
記
述
さ
れ
て
い
る
事
を
記
し
て
余
談
を
終
え
、

世
の
誤
解
を
解
く
一
助
と
し
て
お
く
。

　

以
上
に
て
新
島
の
脱
国
時
扮
装
に
つ
い
て
の
女
装
説
に
関
わ
る
〈
覚
え
書
〉
を
終
る
が
、
改
め
て
、
大
方
の
御
批
正
を
俟
つ
次

第
で
あ
る
。




